
産業界等と連携した学びの実践事例 

学校名 県教育庁高校教育課 

実践場面 イベント参加に係る周知協力 

～「オールおかやま」商工会マルシェ 及び 瀬戸内海国立公園 

指定 90 周年「岡山×香川」つながる食の大博覧会 

 へのボランティア参加等～ 

実践日時（時期） 令和６年１０月１９日（土）、２０日（日） 

対象生徒（学年） 県立高等学校等の生徒 

連携の形態 ■包括連携協定（   岡山県商工会連合会    ） 

□その他（                   ） 

学びの分類 □講演会・説明会    □技術指導    □企業訪問・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

□商品開発・共同研究  □最先端の技術・設備の見学   ■その他 

実践の内容 

【背景】 

・岡山県商工会連合会では、県下の各商工会が連携して、

毎年、県内各地の企業等が参加してＰＲする「オールお

かやま」商工会マルシェを開催している。 

・出店企業等は県下の各商工会がそれぞれの地域の企業へ

案内し募集するほか、これまでも繋がりのある近隣の高

校へのイベント参加（出店、ステージ発表など）を依頼

していた。 

【実践内容】 

・本イベントは県内各地の企業等を知る機会にも繋がるた

め、より多くの高校生に関わってもらいたいと思い、県

商工会連合会から高校教育課へ、「県教委と県内経済６団

体との包括連携協定」に基づき、イベント参加の周知へ

の協力があった。 

・高校教育課から県立高等学校・県立中等教育学校へ、「物

販出展」「ステージ出演」「ボランティア」の募集につい

て周知した。なお、問合せや申込みは学校から県商工会

連合会へ直接行うこととした。 

・周知したところ、県立高校からは８校から参加申込があった。参加状況の詳細は以下のとおり。 

 【物販出展】 

  和気閑谷高校、高梁城南高校、岡山東商業高校、瀬戸南高校、高松農業高校 

 【ステージ発表】 

  岡山芳泉高校（書道部、管弦楽部）、岡山東商業高校 

 【ボランティア】 

  笠岡高校（３名）、岡山芳泉高校（１５名）、林野高校（２名） 

 

実践による効果等 

・地域の繋がり等による参加だけでなく、県教委と県商工会連合会が連携して全県立高校へ周知

することによって、新たな参加校も生まれた。 

・地域のイベントに高校生が関わることにより、イベントを盛り上げるとともに、高校生にとっ

て地元への理解を深める機会となった。 

 


